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【目的】 

スポーツ指導者が持つコーチング・メンタルモデルに

ついて北村ほか（2005）は「指導者が選手の指導にあた

り心内に構成していく理解内容であると同時にその後の

指導の拠りどころとなるもの」と述べ，コーチング・メ

ンタルモデルを明らかにすることで，で「その結果指導

者の指導観，指導意図，及び指導行動の全体が明らかと

なる．」（北村ほか，2005 ）と述べている． 

先行研究より，海外のプロサッカー指導者らのコーチ

ング・メンタルモデルは明らかになっているが，育成年

代のサッカー指導者のコーチング・メンタルモデルは明

らかになっていない． 

そこで本研究の目的は，育成年代指導者のコーチン

グ・メンタルモデルを明らかにすることを目的とした． 

【方法】 

1. 本研究は，育成年代の指導者が著した著書を，引用・

参考にして行う文献研究とする． 

2. 対象者  

1) サッカー指導者としての指導歴が 10年以上ある． 

2) 監督として指導に当たったチームで過去に全国レベ

ルの大会や国際大会での優勝経験がある． 

3) 日本サッカー協会公認指導者ライセンスで A級以上

のライセンスを保持している，または海外のサッカー協

会公認で同等以上のライセンスを保持している． 

4) 日本サッカー協会等に所属する第三者的な専門家か

ら優れた指導者として高い客観的な評価を得ている． 

 以上，4項中，3項以上満たす指導者の著書を分析対象

とした． 

【結果】 

 育成年代指導者のコーチング・メンタルモデルが構築

された．指導の哲学・理念・価値観・知識等について質

的な手法で分析を行い，コーチング・メンタルモデルの

分析及び構築を行った． 

 U-12年代指導者は，「指導者の姿勢」が選手の「取り

組む姿勢」に影響し，それが最終的に，選手の「パフォ

ーマンス向上」につながる，と考えていることが示唆さ

れた．以上のことより図 1に示したモデルが形成された． 

 U-15年代指導者は，「指導者の姿勢」により選手の「人

間教育」を促がしそれが最終的に「パフォーマンス向上」

につながっていると考えていることが示唆された．以上

のことより図 2に示したモデルが形成された． 

 U-18年代指導者は，選手に「意識化」，「人間教育」を

することで「自立」を促がし，最終的に「パフォーマン

ス向上」につながっていると考えていることが示唆され

た．以上のことより図 3に示したモデルが形成された． 

【考察】 

 結果から育成年代指導者のコーチング・メンタルモデ

ルが構築された．これにより，本研究の第一目的は達成

された． 

1. パフォーマンス向上 

 全ての年代の指導者がパフォーマンス向上に重きを置

いていることが示唆された． 

2. 指導者の姿勢 

U-12年代指導者，U-15年代指導者に共通してみられた

カテゴリーである．小学生，中学生という年代と接する

特性上，現れたと示唆された． 

3. 取り組む姿勢 

 U-12年代にのみみられたカテゴリーである．主体的な

行動や気付きを引き出す指導を重要に似ている可能性が

示唆された． 

4. 人間教育 

 U-15年代，U-18年代指導者にみられたカテゴリーであ

る．大人の入り口に立っている年代だからこそ，人間教

育を重要にしている可能性が示唆された． 

5. 自立 

 U-18年代指導者にのみにみられたカテゴリーである．

大人の入り口に立っている年代であり，選手が勝利に専

心し，そのための目標を選手自らが認識できるからこそ

主体的な自立が重要にされている可能性が示唆された． 

6. 意識化 

 U-18年代指導者のみに，みられたカテゴリーである．

プロや普通の社会生活の入り口に立っている年代であり，

勝利という結果に専心させやすく，また思考能力に関し

ても，大人と同程度にまで発達していると考えられるこ

とから，現状の認識と，目標を達成するための努力や自

己制御能力の向上という高度な課題が示されたものと考

えられる． 


